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１（地理分野中心） 

 

問１ 各県の工業の特徴をふまえて判断します。Ａは食料品が中心で出荷額がこの中で最小であることから

沖縄県（Ⅳ）、Ｂは輸送用機械や電子部品が多いことから長崎県（Ⅱ）、Ｃは食料品の割合が高いことか

ら新潟県（Ⅰ）、Ｄは出荷額が最多で化学・鉄鋼が多いことから阪神工業地帯がある兵庫県（Ⅲ）と判断

できます。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問２ 難しい問題でした。日照時間は天気が良い日が多い（降水量が少ない）時期は長くなり、天気が悪い

日が多い（降水量が多い）時期は短くなります。Ａは年間を通して日照時間が長いことから、瀬戸内海

に面している神戸（Ⅲ）、Ｃは他の３県と異なり５月より６月の方が日照時間が長いことから本州よりも

梅雨の時期が早い那覇（Ⅳ）、Ｄは冬の日照時間が非常に短いことから日本海側の新潟（Ⅰ）、Ｂは長崎

（Ⅱ）と判断できます。日照時間が最も長いＡと解答した受験生が多かったです。 

 

問３ 日本の水産業に関する基本事項を問うた問題で、もう少し高い得点率を期待していました。沿岸漁業

は近距離でおこなう漁業であり、増減があまりみられません。Ａは沖合漁業、Ｃは海面養殖業、Ｄは遠

洋漁業を示しています。 

 

問４ 概ねよくできていました。 

 

問５ 日本の隣国である韓国について問いました。韓国では冬の寒さが厳しく、オンドルとよばれる床暖房

設備が備わっている家庭が多くみられます。正答率は低く、Ｄと解答した受験生が多かったです。日本

と関係の深い国については、基本的なことを理解しておくとよいでしょう。 

 

問６ リアス海岸の特徴を正確に理解できているかを問う問題でした。①・②は正文です。③は、リアス海

岸では津波の被害は大きくなるため、誤文です。 
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問７ もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問８ 基本的事項を問うた問題で、よくできていました。 

 

問９ ⑴ 時事的な問題です。新聞やニュースを見て、常に社会に関心を持ち続けて欲しいです。 
 

⑵ 観光客の増加により生じる問題を観光公害（オーバーツーリズム）と呼ぶことがあります。観光

客が増えることで、観光地にどのような影響を与えるかを考えて説明してもらう問題でした。「異な

る観点からふたつ」としており、１つにつき２点として採点しました。３つの観点からの解答例を

以下に示します。（同じ観点で書かれていると判断した場合は片方のみ得点としました。） 

・地元住民の視点：騒音や混雑により住民の生活環境が悪化する。 

         ごみのポイ捨てによる住環境が悪化する。 

         治安の悪化につながる。 

         観光業に依存した経済になってしまう。 

・観光客の視点：入場料や宿泊料金が高くなる。 

・観光資源について：周辺の開発が進み景観が損なわれる。／自然破壊につながる。 

 

 

２（歴史分野中心） 

 

問１ 概ねよくできていました。Ａの仏教は、百済から伝えられたと考えられています。Ｂの唐が中国を統

一したのは７世紀であり、高麗が朝鮮半島を統一したのは 10 世紀です。Ｃは百済ではなく新羅との関係

が悪化しました。 

 

問２ 基本的事項を問う問題で、高い正答率でした。 

 

問３ 基本的事項を問う問題で、もう少し高い得点率を期待していました。Ｂは「親魏倭王」という部分が、

Ｃは「煬帝」という部分が、Ｄは「『漢書』地理志」という部分がそれぞれ誤っています。 

 

問４ 基本的事項を問う問題で、高い正答率でした。 

 

問５ ①は「東山」という部分が誤っています。②・③は正文です。正答率は低く、Ｇと解答した受験生が

多かったです。このような問題では、より正確な理解が求められます。 

 

問６ 日本と外国の貿易関係について問いました。Ａは「オランダ人」という部分が、Ｃは「尚氏」という

部分が、Ｄは「堺と琉球王国を結ぶ」という部分がそれぞれ誤っています。 

 

問７ 幕末期の日本の貿易に関する資料から考える問題でした。当時の日本の主要輸出品は生糸であり、空

欄 Ｘ には生糸があてはまります。主要輸入品は綿花または綿織物と考えることができます。主な貿

易相手国はイギリスであり、空欄 Ｚ にはイギリスがあてはまります。正答率は低めで、Ｂと解答し

た受験生も多かったです。 

 

問８ 明治時代の外交に関する問題で、概ねよくできていました。Ｂは「江華島事件をきっかけに」という

部分が、Ｃは「日清戦争」という部分が、Ｄは「西郷隆盛」という部分がそれぞれ誤っています。 

 



問９ 資料を読み取り、その背景にあることを説明してもらう問題でした。グラフから、第一次世界大戦の

期間は、輸出が輸入を上回り、その後 1921 年にかけては、輸入が輸出を上回っています。第一次世界大

戦中に輸出のほうが多くなっているのは、ヨーロッパの産業が衰退している一方で日本は戦場にならな

かったからであり、その後輸入が輸出を上回ったのは、戦後になってヨーロッパ経済が回復し、国際競

争力の低い日本が対抗できなかったからだと考えられます。「第一次世界大戦中は、日本は戦場にならな

かったため輸出を伸ばしたが、戦後にヨーロッパ経済が回復すると、輸出が落ち込んで輸入超過になっ

た。」という内容が書けていれば正解です。第一次世界大戦中に輸出が増えた理由、第一次世界大戦後に

輸出が減った理由を各２点で採点しました。 

 

問 10 ①のアメリカとの間に生じた、自動車をめぐる貿易摩擦は、高度経済成長期ではなく 1980 年代に問

題になっています。②の米の輸入自由化がおこなわれたのは 1990 年代であり、20 世紀の出来事です。

よって、①・②はともに誤文です。戦後史については、よく学習しておいて欲しいと思います。 

 

 

３（公民分野中心） 

 

問１ 立法権を持つ議会は、予算案を作成するなど、国民の生活に密接に関係しています。両院を完全な対

等とすると、両院の議決が異なったときに予算を成立させることができないなど、国民の生活にも大き

な影響を与えることが想定されます。「どちらか一方の院に優越を認めていない場合、両院の議決が異

なったときに国会運営が停滞してしまい、国民生活に支障が及ぶと考えられるから。」という内容が書

けていれば正解です。また、「衆議院は任期が短く解散があるため、民意が反映されやすいとされている

から」といった内容であっても正解としました。 

 

問２ ①は誤文です。国会議員は原則として国会の会期中には逮捕されませんが、現行犯の場合は逮捕され

ます。②・③はいずれも正文です。正答率は低く、ＧやＨと解答した受験生が多かったです。このよう

な問題では、より正確な理解が求められます。 

 

問３ Ａの難民の保護と救済のために活動している機関は、UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）です。Ｃの

総会は、国際連合唯一の立法機関というよばれ方はしません。Ｄの常任理事国が拒否権を行使すること

ができるのは、安全保障理事会です。正答率は低めで、Ｄと解答した受験生も多かったです。 

 

問４ 男女雇用機会均等法は、雇用の分野における男女の均等な機会・待遇の確保を目指して制定されてい

ます。Ｃは女性のみを対象とする、有利に扱う発言のように見えますが、これはポジティブ・アクショ

ン（アファーマティブ・アクション）と呼ばれるものです。ポジティブ・アクションは、男性中心の職

場慣行がもとになって男女の労働者の間に事実上生じている差を解消するためにおこなわれる取り組

みのことで、こうした取り組みは男女雇用機会均等法でも認められています。ほとんどの受験生が正解

していました。 

 

問５ Ａの条例制定を請求するために必要な署名数は、有権者の 50 分の１です。Ｂの条例制定を請求する

ためには、有権者の署名が必要であり、小学生の署名は有効ではありません。Ｃの条例制定に必要な署

名数が集まった場合、議会で過半数の同意を得ることで条例が制定されます。すべてを選ぶ問題であっ

たこともあり、正答率は低くなりました。このような問題では、より正確な理解が求められます。 

 

問６ ほとんどの受験生が正解していました。 

 



問７ 基本的事項を問うた問題でした。もう少し高い得点率を期待していました。 

 

問８ 衆議院議員選挙の比例代表選挙では、政党の得票数に応じて、あらかじめ提出された比例代表名簿の

届け出順位にしたがって当選者が決まります。この政党の比例代表選挙での当選人数は２人なので、ま

ず届け出順位が１位のＡの当選が決まります。届け出順位が２位のＢは、小選挙区選挙にも立候補して

おり、小選挙区で当選しているため、比例代表選挙の対象とはなりません。届け出順位が３位のＣは、

小選挙区選挙にも立候補していますが、小選挙区では落選しています。比例代表選挙の対象となる候補

者のなかでは、優先順位が２番目となるため、当選が決まります。届け出順位が４位のＤは、すでにＡ

とＣの当選が決まっているため、比例代表選挙での落選が決まります。もう少し高い得点率を期待して

いました。 

 

問９ 文章全体の流れをとらえて答えを導く問題でした。高い正答率でした。 

 

 

以上 


